
いいじま
未来飛行

情報と元気をお届けする飯島町の広報

2023
No.625

11 飯島町の宝「ミヤマシジミ」 ２

除雪にご協力ください   　４

障害者週間　　　　　　 　６　　

まちかどトピックス　　　 12

いいちゃん情報　　　　　 18

暮らしのメモ　　　　　　 22

主 な 内 容

七
久
保
小
学
校
　
千
人
塚
マ
ラ
ソ
ン
大
会

七
久
保
小
学
校
　
千
人
塚
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（（
1111
月
２
日
）
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２
日
）



― 

小
さ
な
チ
ョ
ウ
が
い
つ
ま
で
も
こ
の
町
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に 

―

自
然
豊
か
で
美
し
い
飯
島
町
の
宝
「
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
」
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飯
島
町
内
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
小
さ
な
チ
ョ
ウ

「
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
」
を
保
全
す
る
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
飯
島
町
が
全
国
有
数
の
生
息
地
で

あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
全
国
放
送
の

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
町
で
は
令
和
５
年
の
７
月
、
教
育
関
係
者
や
町
営

農
セ
ン
タ
ー
関
係
者
、
住
民
組
織
代
表
者
な
ど
で
町

内
で
の
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
の
保
全
に
つ
い
て
協
議
す
る

「
飯
島
町
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
保
全
協
議
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会
で
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
の
中
で
は
、
保
全
す
る
場
所
を
町
内
数
か

所
に
絞
っ
て
「
保
全
区
」
と
し
て
守
っ
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
自
然
豊
か
で
美
し
い
飯
島
町
の
象
徴

の
一
つ
「
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
」
が
、
末
永
く
こ
の
町
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
こ
の
チ
ョ
ウ
を
見
て
、
関
心
を

高
め
て
、
周
り
に
も
伝
え
て
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ミヤマシジミは、環境省のレッドリスト（絶滅危惧ＩＢ類）に指定され中部
地方の河川沿い等で生存が確認されているシジミチョウですが、飯島町では
農地周辺等に普通に生息している全国でも数少ない町です。

講座などを通じて、多くの人がミヤマシジ
ミについて知る機会を作ってきました。
いいちゃん文化祭ではミヤマシジミ里の会
によるチョウのキーホルダー作りコーナー
に多くの子どもが参加していました。

ミヤマシジミのオス
羽のおもては鮮やかな青色で、縁は
黒く覆われています。

ミヤマシジミのメス
羽のおもてが黒っぽく、後ろの羽に
オレンジ色の斑紋が入っています。

東京大学大学院の学生による飯島町の土手
での調査の様子です。これまでに町内各地
で調査が行われてきました。調査の中で、
飯島町にはミヤマシジミの小さな生息地が
100 か所以上あることが確認されています。

問 

産
業
振
興
課 

農
政
係

ミヤマシジミってどんなチョウ？
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―
― 

ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
研
究
し
よ
う
と
思

っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
下　
飯
田
市
の
上
郷
出
身
で
、
幼
い
頃
か

ら
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
昆
虫
採
集
に
よ
く
行

っ
て
い
ま
し
た
。
秋
に
な
る
と
草
地
に
よ
く

い
る
チ
ョ
ウ
と
し
て
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
が
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
50
歳
を
過
ぎ
て
、
地

元
で
の
研
究
も
し
よ
う
と
思
い
、
記
憶
に
残

る
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
下
伊
那
で
調
査
し
ま
し

た
が
、ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
で
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
、
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
飯
島
町
の

方
に
「
た
く
さ
ん
い
る
よ
」
と
聞
き
、
見
に

行
っ
た
ら
本
当
に
た
く
さ
ん
い
て
驚
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
ま
ず
出
戸
君
に
研
究
を
や
っ
て

み
な
い
か
、
と
。

出
戸　
研
究
を
す
る
、
と
な
っ
て
飯
島
町
に

連
れ
ら
れ
て
き
た
時
に
は
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
研
究
し
て
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
く
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。

―
― 

研
究
し
て
い
て
印
象
深
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

出
戸　
最
初
は
草
刈
り
を
し
て
い
る
農
家
の

方
の
と
こ
ろ
へ
お
邪
魔
し
て
観
察
な
ど
し
て

い
た
の
で
す
が
、
２
０
１
９
年
く
ら
い
か
ら

自
分
で
草
刈
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ

と
に
気
が
付
い
て
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

葉　
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
実
際
に
飼
育
し
て
み

て
、
気
持
ち
悪
い
ハ
エ
の
幼
虫
な
ど
が
出
て

き
た
り
、
寄
生
バ
エ
以
外
の
寄
生
者
が
い
た

り
予
想
を
越
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

―
― 「
ソ
バ
と
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
」
の
内
容
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
下　
こ
れ
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
研
究
の

集
大
成
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
第

1
章
で
は
人
と
自
然
の
関
係
性
や
歴
史
、
第
2

章
で
は
里
山
の
生
物
多
様
性
、
第
3
章
で
具
体

例
と
し
て
２
０
１
７
年
か
ら
の
東
大
チ
ー
ム
の

飯
島
町
で
の
研
究
の
話
が
あ
り
ま
す
。
第
4
章

で
は
人
と
自
然
の
関
係
性
を
ど
う
取
り
戻
し
て

い
く
か
の
ア
イ
デ
ア
を
書
い
て
い
ま
す
。
写
真

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
専
門
書
の
よ
う
に
難

し
く
書
か
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

―
― 

こ
の
本
を
ど
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
か
？

宮
下　
地
元
の
方
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
中
学
生
や
高
校
生
に
も
読
ん
で
も
ら

い
、
地
元
や
自
然
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
一

　
飯
島
町
で
行
わ
れ
て
き
た
研
究
の
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
た
本
「
ソ
バ
と
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
」
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
、
研
究
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
東
京
大
学
の
宮み
や

下し
た 

直た
だ
し

教
授
で
す
。

　
今
回
は
、
宮
下
教
授
と
東
京
大
学
大
学
院
の
出で

戸と

秀ひ
で
典の
り
さ
ん
、
葉よ
う 

雁が
ん
華か

さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
研

究
や
出
版
さ
れ
た
本
に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。（
本
文
中
の
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

(写真左から)出戸さん、宮下教授、葉さん(写真左から)出戸さん、宮下教授、葉さん
「ソバとシジミチョウ」では、出戸さんや葉さんが飯島「ソバとシジミチョウ」では、出戸さんや葉さんが飯島
町での研究で撮影した写真も数多く掲載されています。町での研究で撮影した写真も数多く掲載されています。

「ソバとシジミチョウ(工作舎)」「ソバとシジミチョウ(工作舎)」
　　　　　　　　　定価：本体2,600円＋税　　　　　　　　　定価：本体2,600円＋税
☆�書籍はインターネット等で購入できます。☆�書籍はインターネット等で購入できます。
【工作舎ホームページ】【工作舎ホームページ】
　 �https://www.kousakusha.co.jp/BOOK/　 �https://www.kousakusha.co.jp/BOOK/

ISBN978-4-87502-557-3.htmlISBN978-4-87502-557-3.html

つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。飯
島
町
に
あ
る
身
近
な
自
然
の
こ
と
も
、

も
っ
と
大
き
な
括
り
の
中
で
の
飯
島
町
の
位
置

づ
け
も
知
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

―
― 

今
後
の
研
究
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
下　
定
年
に
な
っ
た
後
も
研
究
は
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
特
に
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
『
地
域

の
方
々
が
自
発
的
に
守
っ
て
い
け
る
』
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
戸　
今
年
で
卒
業
予
定
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

「
こ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
予
想
は
あ

る
け
ど
、
示
せ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
立
場
に
な
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
守
り
つ
つ
研
究
は
続
け

た
い
で
す
。

葉　
私
も
卒
業
に
な
り
、
将
来
何
を
や
る
か
は

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
里
の

会
※
で
地
元
の
方
た
ち
と
頑
張
っ
て
生
息
地
を

守
る
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
つ
な
が
り

だ
け
で
も
毎
年
（
飯
島
町
に
）
来
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

飯
島
町
で
の
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
や
ソ
バ
の
研
究
が
本
に
な
り
ま
し
た

※ミヤマシジミ里の会：�令和３年に発足した、ミヤマシジミや
自然を守り育てるための住民組織。
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　降雪時は左の計画図に沿って、国道と県道は県の機関が除雪と融雪剤散布を行い、町道は　降雪時は左の計画図に沿って、国道と県道は県の機関が除雪と融雪剤散布を行い、町道は
重点路線約55kmを町で除雪します。重点路線約55kmを町で除雪します。
　その他の町道と消火栓付近の除雪につきましては、皆さまのご協力をお願いします。　その他の町道と消火栓付近の除雪につきましては、皆さまのご協力をお願いします。

問　建設水道課 建設係

家
の
回
り
は
大
丈
夫
？

❆

道
路
沿
い
の
竹
や
木
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

　
竹
や
木
が
雪
の
重
み
で
道
路
に
垂
れ
下
が
る
と

　
交

通
障
害
や
除
雪
作
業
の
支
障
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

所
有
者
の
責
任
で
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

❆

水
路
や
側
溝
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　
雪
が
詰
ま
り
水
が
溢
れ
、
道
な
ど
が
凍
結
し
て
大
変

危
険
で
す
。
ま
た
、
落
ち
葉
な
ど
が
詰
ま
り
、
水
路
や

側
溝
が
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

❆

道
路
脇
の
障
害
物
は
移
動
し
ま
し
ょ
う

　
自
宅
の
前
や
車
庫
の
出
入
り
口
に
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を

置
い
て
い
る
場
合
は
、
除
雪
作
業
の
支
障
と
な
り
ま
す

の
で
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
に
当
た
っ
て
の
お
願
い

❆

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
は
夜
間
・
早
朝
に
行
う
た
め
、
路
上
駐
車

は
作
業
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な
く
交
通
障
害
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

❆

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
中
は
、
小
石
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
除
雪
車
の
死
角
に
な
る
場
合
や
、

除
雪
車
が
予
測
で
き
な
い
動
き
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

町
道
な
ど
の
除
雪
作
業
で
事
故
や
ケ
ガ
が
発
生
し
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

降
雪
時
の
除
雪
に
つ
い
て

❆

歩
道
・
通
学
路
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
幅
の
狭
い
歩
道
は
機
械
に
よ
る
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。

通
学
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

の
た
め
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❆

消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す

　
雪
で
場
所
が
わ
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
万
一
に
備

え
て
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

融
雪
剤
散
布
に
つ
い
て

　
広
域
農
道
な
ど
の
広
い
道
や
、
日
陰
に
な
る
坂
道
を

重
点
に
融
雪
剤
を
散
布
し
ま
す
。
そ
の
他
の
町
道
で
凍

結
し
て
危
険
な
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
を
通

じ
て
融
雪
剤
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
散
布
を
お
願
い
し

ま
す
。

冬
季
の
道
路
に
つ
い
て

　
冬
場
の
路
面
は
雪
や
凍
結

に
よ
り
、
大
変
危
険
な
状
態

と
な
り
ま
す
。
安
全
な
運
転

や
歩
行
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

　雪が降る前に、次のことを確認しましょう！

雪雪のの季節季節ですです

除雪除雪にご協力くださいにご協力ください



2023.11.20 ◆ No.6255   　

　令和５年度　除雪計画図

凡　　　　　　　　例

町委託　機械除雪　　　長さ55.0㎞

町委託　融雪剤散布　　長さ21.0㎞

県委託　機械除雪（国・県道）

◀�googleMapでも除雪計画図を
確認することができます。左
の２次元コードを読み込んで
ください。
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　「障害者週間」は、国民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解を深める
とともに、障がい者が社会、経済、文化、その他あらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的として設定されています。

信州パーキングパーミット

　義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、または妊娠初期の
方など、外見から分からなくても援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方
に配慮を必要としていることを知らせることができるマークです（JIS 規格）。
　ヘルプマークを身に着けた方を見かけた場合は、電車・バス内で席をゆずる、困
っているようであれば声をかける等、思いやりのある行動をお願いします。
■ヘルプマークの配布対象者
　�義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、妊娠初期の方等、
援助や配慮を必要としている方（障がい者手帳や病状等を証明する書類の提示
は必要ありません）
■配布窓口
　伊那保健福祉事務所、飯島町役場健康福祉課窓口

　公共施設や店舗などさまざまな施設に設置されてい
る障がい者等用駐車区画を適正にご利用いただくため、
障がいのある方や高齢の方、妊産婦の方など歩行が困
難な方に、長野県内共通の「利用証」を県が交付する
制度です。
　利用証は、申請者の状況に応じて、車いす使用者用
の利用証または車いす使用者以外の利用証のいずれか
を交付します。
■ 利用証交付の対象者
　 �身体・知的・精神障がい者、難病患者、高齢者、
妊産婦、けがまたは病気等により歩行が困難な方
（障がい等の状況が分かる書類の提示が必要です。）
■ 利用証交付申請の受付窓口
 　伊那保健福祉事務所、
　 飯島町役場健康福祉課窓口

ヘルプマーク

障がい者に関係するマークを紹介します

問 健康福祉課 地域福祉係

毎年12月3日から12月9日までの１週間は

障害者週間障害者週間

※�交付基準や申請書とあわせて提示が必要な書類は、長野県ホームページをご覧ください。
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令和６年４月１日から
合理的配慮の提供が義務化合理的配慮の提供が義務化されます！
　令和３年に障害者差別解消法が改正され、事業者による障がいのある方への合理的配
慮の提供が義務化されました。
　改正された障害者差別解消法は、令和６年４月１日に施行されます。

具体的には、
　① 行政機関等と事業者が、
　② その事務・事業を行うに当たり、
　③ 個々の場面で、障がい者から「社会的なバリアを取り除いてほしい」旨の意思の表明があった場合に
　④ その実施に伴う負担が過重でないときに
　⑤ 社会的なバリアを取り除くために必要かつ合理的な配慮を講ずること
とされています。

合理的配慮の提供とは？合理的配慮の提供とは？

詳しくは、内閣府ホームページ・リーフレットをご覧ください。
https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet-r05.html

（内閣府作成リーフレット「令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されます！」から抜粋）

【留意事項】
　�  「合理的配慮」は、事務・事業の目的・内容・機能に照らし、以下の３つを満たすものであることに
留意する必要があります。

　① 必要とされる範囲で本来の業務に付随するものに限られること
　② 障がい者でない方との比較において同等の機会の提供を受けるためのものであること
　③ 事務・事業の目的・内容・機能の本質的な変更には及ばないこと
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● 今月のおすすめレシピ ●

いいじまいいじまのの食育食育

でで む健康な体とこころむ健康な体とこころ食 育

問 健康福祉課 保健医療係

飯島町の学校での食育活動の様子を紹介します！

ヤーコン入りきんぴらごぼう 町で採れたヤーコンを使った学校給食レシピです。ヤーコンは10月頃から収穫され、食べ
ごろのおいしい旬の時期は11月から２月です。この時期だけ給食で提供されています。

１人分… 138kcal（塩分：0.9g）
【材料（大人２人分）】

・ごぼう��������� 130ℊ
・にんじん�������� 40ℊ
・ヤーコン�������� 50ℊ
・豚もも肉�������� 50ℊ
・サラダ油������ 小さじ１
　　砂糖����� 小さじ２ 1/2
　　みりん����� 小さじ１
　　しょうゆ���� 小さじ２

・いりごま������ 小さじ２
・ごま油������� 小さじ 1/2

【作り方】
　① �ごぼうはささがきにし、水にさらす。にんじんとヤ

ーコンは細切りにする。ヤーコンは水につけ、２～
３回程度水を変え、あくを抜く。豚肉は細かめのこ
ま切れにする。調味料Aを測り、合わせておく。

　② �サラダ油で豚肉を炒め、色が少し変わってきたらご
ぼうを加えてさらに炒める。にんじん、ヤーコンも
加えて炒める。

　�③ �火が通ったら調味料Aを加え、仕上げにいりごま、
ごま油を加える。

　☆ お好みで一味唐辛子を加えてください。
　☆ �作りたてより、少し時間を置くと味が染みてよりお

いしくなります。

Ａ

▲ヤーコンを提供してく
れる森岡さん。茎や葉を切
り、機械で収穫をしていきま
す。ヤーコンは収穫後、土に
埋めて保存し、11月末頃給食
で提供されます。

①魚の真ん中の部分を①魚の真ん中の部分を
　箸でおさえて　箸でおさえて

②背中とお腹の間に箸を ②背中とお腹の間に箸を 
　入れていきます。　入れていきます。 ③身をはがしていきます。③身をはがしていきます。 ④中骨を取って…④中骨を取って…

栄養教諭がサポートします栄養教諭がサポートします 中骨が上手にとれました！これできれいに食べられます！中骨が上手にとれました！これできれいに食べられます！

最近では大人も子どもも魚を食べる機会が減り、魚の骨に苦手意識がある方も増えています。動画を見ながら骨
付きのさんまを上手に食べる経験を通じて、魚料理に親しみを持ち、上手な食べ方を覚えていくことができます。
児童からは、「もともと魚が嫌いだったが、この食べ方で食べたら好きになれた」などの感想がありました。

飯島町の小中学校ではさまざまな食育活動が行われています。10月17日には、昨年度から行っている、『さん
まのきれいな食べ方』の動画を、給食の時間に放送し、それを大きな画面で見ながらさんまの塩焼きを食べて
みました。今年も上手に食べられるかな？
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町の職員数と給与の公表町の職員数と給与の公表
問 総務課 庶務係

飯島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき公表します。

■職員の給与の状況
(1)人件費の状況（一般会計決算）※特別職(町長ほか、審議会委員など)に支給される給料、報酬などを含みます。

区　分 住民基本台帳人口
（Ｒ５.３.31現在）

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
令和４年度 9,032人 6,281,230千円 162,155千円 1,122,216千円 17.9％

(2)職員給与費の状況（一般会計予算）※職員手当には退職手当を含みません。額は当初予算に計上された額です。
区　分

職員数（Ａ）
給　　与　　費 一人当たり給与額

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
令和５年度 110人 383,730千円 48,555千円 151,355千円 583,640千円 5,306千円

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（Ｒ５.４.１現在　一般会計）
区　分 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 303,032円 332,601円
一般行政職
平均年齢

Ｒ４.４.１ Ｒ５.４.１ 比較増減
40歳９月 41歳２月 ＋３月

※給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

(4)職員の初任給の状況（Ｒ５.４.１現在）
区　分 飯島町 国

一　般
行政職

大学卒 185,200円 185,200円
高校卒 154,600円 154,600円

(5)職員の経験年数別、学歴別給料月額（R５.４.１現在）
区　分 10年 15年 20年

一　般
行政職

大学卒 262,650円 312,183円 341,620円
高校卒 該当者なし 262,700円 303,667円

(6)職員の手当の状況
・退職手当（Ｒ５.４.１現在）※支給率は国と同じ

区　分 支給率
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

職務上の段階による加算措置　有

区　分 支給割合
期末手当 勤勉手当

６月期 1.2月分 1.0月分
12月期 1.2月分 1.0月分

計 2.4月分 2.0月分
職務の級による加算措置　有

・期末、勤勉手当（Ｒ５.４.１現在）※支給率は国と同じ

(7)ラスパイレス指数（給与水準）の状況
区　分 飯島町 長野県町村平均

指数 指数
令和４年度 95.1 95.4

※ラスパイレス指数とは、国家公務員を100とした 
　場合の給与水準を示す指数です。

■特別職の報酬などの状況（Ｒ５.４.１現在）
区　分 給料月額 期末手当

給料
町　長 689,400円

６月期
1.65月

12月期
1.65月

計3.3月

副町長 584,200円
教育長 509,500円

報酬

議　長 288,200円
副議長 220,500円

常任委員長 210,700円
議　員 198,000円

■職員の福祉および利益の保護の状況など
区　分 状　況

健康診断
(令和４年度)

健康診断受診者数 235人
(人間ドック・社保健診含む)

飯島町
職員互助会

全体事業費4,242,113円 会員数141人
(内公費負担額2,127,419円)
地方公務員法に基づき、福利厚生・
慶弔事業を実施

公務災害 常勤職員３人、非常勤職員６人
育休取得状況 令和５年４月１日現在８人
年休取得状況 令和４年中 平均取得日数8.8日

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容 主事 主任 主査

課長補佐・
係長・室長
・園長等

課長 課長

職員数 ８人 ９人 20人 32人 １人 ８人
比率 10.3％ 11.5％ 25.6％ 41.0％ 1.3％ 10.3％

■一般行政職の級別職員数の状況（Ｒ５.４.１現在）

■職員数の状況
部　門 職員数（人） 対前年

増減数Ｒ４.４.１ Ｒ５.４.１

一般行政

議　会 2 2 0
総　務 30 29 －1
税　務 6 6 0
民　生 28 29 ＋1
衛　生 8 7 －1

農林水産 9 10 +1
商　工 5 5 0
土　木 8 8 0
小　計 96 96 0

特別行政 教　育 10 10 0

公営企業ほか

水　道 3 4 ＋1
下水道 2 2 0
その他 8 8 0
小　計 13 14 ＋1

合　計 119 120 ＋1
※休職者などを含み、会計年度任用職員を除いた一般職に属する
　職員数です。
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■診断の対象となる住宅

　次の両方に該当する一戸建ての住宅

　（１）�昭和56年５月31日以前に着工された住宅で、増築面積が全体の

２分の１以内であること。 

また、平成17年６月以降の増改築がないこと。

　（２）木造在来工法の住宅

■診断内容

　町が耐震診断士を派遣し、住宅の診断を行います。

　�耐震診断で家の強さに点数がつきます。建築基準法で定められている

最低限の強さ 1.0 を基準に、診断の点数から安全性を評価し、耐震改

修方法と概算工事費の提案を行います。

■申込先　建設水道課 調査計画係 

0.1 0.4 0.7 1.0 1.3評点

高い低い 安全性の度合

この診断を受けた住宅のみ耐震改修工事に補助金がご利用いただけます。
「飯島町住宅耐震補強事業補助金」

※�申請者の所得要件があります。また、件数に限りがありますので事前にご相談ください。

■対象となる住宅・工事

　耐震診断の結果、総合評点が 1.0 未満の既存木造住宅で次のいずれかの工事

　（１）�工事後の総合評点が0.7以上かつ工事前の総合評点を超える耐震補強工事

　（２）建て替え等のための解体工事

■助成額　

　（１）耐震改修工事費の５分の４以内　１戸当たり上限 100 万円

　（２）解体工事費の２分の１以内　上限 83 万８千円 

　　　 ※解体工事費の対象は、専用住宅部分のみ
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○手続きの際、マイナンバーの確認と本人確認を行います。

　マイナンバーカードを持参してください。

　�お持ちでない方は、マイナンバーの確認できるもの(通知カードやマ

イナンバー付き住民票)と本人確認書類(運転免許証等)を持参してく

ださい。

＊�国保に加入・喪失される方全員のマイナンバーを確認させていただき

ます。

ご不明な点は、健康福祉課 保健医療係までお問合せください。

こんなとき… 届け出に必要なもの

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険をやめた日付の分かる

証明書、マイナンバーカード

職場の健康保険の被扶養者から

外れたとき

扶養を外れた日付の分かる証明書、

マイナンバーカード

・職場の健康保険に加入したとき

・�職場の健康保険の被扶養者に

なったとき

国民健康保険証、職場の健康保険の

保険証、マイナンバーカード
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農地を貸していても、 草刈りは地主が行うことを勧めています 
共益制度について 問 産業振興課 農政係

農業

　農地を地域の担い手に貸し出す方も増加している中、担い手
の草刈りが追いつかない課題に直面しています。
　そこで、飯島町営農センターでは「共益制度」の活用を推進し
ています。

●共益制度
　農地の賃貸借に関し、貸し手側の地主が畦

けい
畔
はん

管理等可能な作業を担うことにより、
一定の対価が得られる仕組みです。

●共益制度の標準料金
・地域の課題解決に向けて標準金額の内容を令和５年２月の公告から変更しました。
・借り手から地主に支払われる金額は以下の表を基準にしています。

項目 作業 標準共益料金(10アール当たり)
変更前　

標準共益料金(10アール当たり)
変更後

共益地代
畦畔の草刈作業代金 9,000 円 11,000 円

地代 6,000 円 4,000 円

合計金額 15,000 円 15,000 円
※地代については、契約先により価格が変わる場合があります。

●畦畔の草刈作業代金の支払い基準
①草刈りは原則として地主が行う。
②草刈りの回数は、年間３回以上とする。
③機械・燃料は作業者持ちとする。

■共益制度についてのお問合せ先
◇飯島町農業再生協議会事務局
　飯島町飯島2541番地3　☎0265-86-6811
◇飯島町営農センター(産業振興課 農政係)
　飯島町飯島2537番地　  ☎0265-86-3111

貸し手
(地主)

借り手
(担い手)

地区営農組合
   ・意向調査
   ・調整
   ・とりまとめ

農業再生協議会
(中間管理事業)

共益参加 共益 
受け入れ

共益金の受け取り 共益金の支払い

農地を貸していても、草刈りを地主さんが行うと、
多く賃借料がもらえる制度があるんです！
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子こ

さ
ん
、
ゆ
ー

ゆ
さ
ん(

井い
の

上う
え

あ
ず
み
さ
ん
の
娘)

に
よ
る

歌
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

９~10９~10月月のの
できごとできごと

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
輪
」 

第
55
回 

清
龍
祭 

開
催

　
９
月
29
日
・
30
日
、
飯
島
中
学
校
で
清
龍

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
文
発
表
や
生

徒
会
企
画
、
ミ
ニ
運
動
会
の
若
人
の
絆
、
音

楽
会
な
ど
こ
れ
ま
で
の
授
業
や
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
多
く
の
人

を
招
い
て
の
清
龍
祭
と
な
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

保
育
園
児
と
地
域
の
方
と
の
交
流 

栗
拾
い
・
コ
ス
モ
ス
摘
み

　
９
月
27
日
、
七
久
保
保
育
園
の
園
児
が
竹た

け

澤ざ
わ

秀ひ
で

幸ゆ
き

さ
ん(

柏
木)

の
栗
畑
で
栗
拾
い
と

中な
か

野の

幸こ
う

一い
ち

さ
ん(

荒
田)

の
畑
で
コ
ス
モ
ス

摘
み
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
は
、
自
然
の
中

で
の
秋
ら
し
い
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

百
歳
の
お
祝
い 

令
和
５
年
度 

敬
愛
訪
問

　
９
月
21
日
、
今
年
度
百
歳
を
迎
え
る
在
宅

の
高
齢
者
を
祝
う
敬
愛
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
小こ

林
ば
や
し

髙た
か

治じ

さ
ん(

新
田)

の
お

宅
を
訪
問
し
、
国
や
県
か
ら
の
祝
い
状
や
記

念
品
、
町
か
ら
の
祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
敬
愛
訪
問
対
象
者
は
３
人
で
し
た
。

▲�当日は奥さまの泰
やす

子
こ

さんも同席し、長寿をともにお祝
いしました。



▲出場選手(上段左から)下
しも

平
だいら

絵
え

美
み

さん、宮
みや

澤
ざわ

紀
のり

子
こ

さん、
茅
ち

野
の

克
かつ

子
こ

さん、(下段左から)米
よね

山
やま

由
よし

江
え

さん、下
しも

平
だいら

陽
よう

子
こ

さん、井
い

口
ぐち

智
とも

世
よ

さん、井口さんのお孫さん。監督の
湯
ゆ

澤
ざわ

初
はつ

美
み

さんは欠席。
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　10月17日、地域子育て支援

センター(いいっ子センター)

で毎年恒例となっているバイ

オリンとピアノのコンサート

が開催されました。この日の

様子は、14頁の「にこにこ広

場」に掲載していますのでご

覧ください。

　10月15日、飯島町社会福祉

協議会で第31回ふれあい広場

が開催されました。太鼓や踊

りなどのふれあいステージや

ふれあいマーケット、いも煮

の無料提供などが行われ多く

の人で賑わいました。

　10月14日・15日、与田切

公園で野外イベント「MUSIC 

CAMP」が開催されました。野

外ステージの音楽演奏や体験

コーナー、スタンプラリー、

飲食エリアなどさまざなブー

スが設けられました。

　
熱
気
球
は
約
２
０
０
人
の
参
加
者
が
ふ
わ

り
と
上
が
っ
て
い
く
熱
気
球
を
体
験
し
、
空

か
ら
の
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
秋
の
感
謝
祭
で
は
、
飯
島
流
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
箸
づ
く
り
や

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
飲
食
や
縁
日
コ
ー
ナ
ー

に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

ｉい

ｉい

ネ
イ
チ
ャ
ー
春
日
平
秋
の
大
感
謝
祭 

熱
気
球
係
留
フ
ラ
イ
ト

　
10
月
14
日
、
ｉ
ｉ
ネ
イ
チ
ャ
ー
春
日
平
で

秋
の
感
謝
祭
と
舞
い
上
が
れ
い
い
じ
ま
実
行

委
員
会
に
よ
る
熱
気
球
係
留
フ
ラ
イ
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
の
活
躍
を
応
援
！ 

全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
会

　
10
月
11
日
、
第
35
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の

皆
さ
ん
の
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上

伊
那
支
部
代
表
選
抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
飯

島
町
の
チ
ー
ム
「
ど
ん
ぐ
り
」
か
ら
は
７
人

が
出
場
し
ま
す
。

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
10
周
年 

光
と
食
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

　
９
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
飯
島
駅
前
で
光
と
食
Ｆ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
10

年
目
を
迎
え
た
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

点
灯
式
や
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
、
町
内
の

パ
ン
屋
さ
ん
か
ら
集
め
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ

ン
の
販
売
な
ど
、
駅
前
が
賑
わ
い
ま
し
た
。
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こ　
　
　

 

「
み
ん
な
と
楽た

の

し
く
長な

が

野の

社し
ゃ

会か
い

見け
ん

学が
く

」

　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
　
　
七な

な

久く

保ぼ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

　
４
年ね

ん

本ほ
ん

多だ 

花は

凪な

野や

菜さ
い

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

体た
い

験け
ん

「
青あ

お

山や
ま

じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
の
自し

然ぜ
ん

農の
う

園え
ん

」
で
さ
つ
ま
い
も
の
収

し
ゅ
う

穫か
く

体た
い

験け
ん

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
肥ひ

料
り
ょ
う

や
消

し
ょ
う

毒ど
く

を
し
て
い
な
い
畑

は
た
け

で
、

「
ち
ょ
う
ち
ょ

　
と
ん
で
る
！
」

「
ト
マ
ト
あ
る
！
」
な
ど
子こ

ど
も

た
ち
は
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
。
畑

は
た
け

で
は

つ
る
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
綱つ

な

引ひ

き
ご
っ

こ
。
な
か
な
か
お
芋い

も

に
勝か

て
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
お
芋い

も

が
見み

え
る
と

意い

欲よ
く

満ま
ん

々ま
ん

に
掘ほ

り
出だ

し
、
大お

お

き
な

お
芋い

も

が
掘ほ

れ
る
と
「
み
て
！
み

て
！
」
と
満ま

ん

面め
ん

の
笑え

み
で
見み

せ
合あ

っ
て
い
ま
し
た
。
子こ

ど
も
達た

ち

の
た

め
に
安あ

ん

全ぜ
ん

安あ
ん

心し
ん

な
野や

菜さ
い

を
作つ

く

っ
て

交こ
う

流り
ゅ
うし

た
い
と
前ぜ

ん

年ね
ん

度ど

か
ら
計け

い

画か
く

し
て
く

だ
さ
っ
た

青あ
お

山や
ま

さ
ん
。

地ち

域い
き

の
方か

た

と
の
貴き

重
ち
ょ
う

な
体た

い

験け
ん

を

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の 

コ
ン
サ
ー
ト

　　
毎ま

い

年と
し

社し
ゃ

協
き
ょ
う

生い

き
が
い
活か

つ

動ど
う

教
き
ょ
う

室し
つ

と
の
合ご

う

同ど
う

で
行

お
こ
な

っ
て
い
る
藤ふ

じ

塚つ
か

さ

ん
ご
夫ふ

妻さ
い

に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
今こ

ん

回か
い

は

「
ふ
き
ん
と
う
の
会か

い

」
か
ら
10
人に

ん

の
皆み

な

さ
ん
と
、
20
組く

み

の
親お

や

子こ

が
参さ

ん

加か

し
ま
し
た
。

　
曲

き
ょ
く

目も
く

は
、
昔

む
か
し

か
ら
歌う

た

い
継つ

が
れ

て
い
る
童ど

う

謡よ
う

や
ア
ニ
メ
、
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
、
聴き

き
な
じ
み
の
あ
る
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
くな

ど
幅は

ば

広ひ
ろ

い
ジ
ャ
ン
ル
で
、

自し

然ぜ
ん

と
拍は

く

手し
ゅ

が
沸わ

き
起お

こ
り
、
口く

ち

ず
さ
ん
だ
り
踊お

ど

り
だ
し
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
楽た

の

し
ん
で
い
ま

し
た
。
最さ

い

後ご

は
「
い
っ
ぴ
ぃ
体た

い

操そ
う

」
を
全ぜ

ん

員い
ん

で
行

お
こ
な

い
ま
し
た
。

「
ふ
き
ん
と
う
の
会か

い

」
の
方か

た

は
小ち

い

さ
な
子こ

ど
も
の
姿

す
が
た

に
目め

を
細ほ

そ

め
、

帰か
え

る
時と

き

に
は
誰だ

れ

彼か
れ

と
も
な
く
タ
ッ

チ
を
し
握あ

く

手し
ゅ

を
す
る
姿

す
が
た

も
見み

ら
れ
、

心
こ
こ
ろ

温
あ
た
た

ま
る
交こ

う

流り
ゅ
うが

で
き
ま
し
た
。

藤ふ
じ

塚つ
か

ご
夫ふ

妻さ
い

の
奏か

な

で
る
音ね

色い
ろ

は
心こ

こ

地ち

よ
く
心

こ
こ
ろ

豊ゆ
た

か
な
時じ

間か
ん

が
過す

ご
せ

ま
し
た
。(

写し
ゃ

真し
ん

は
13
頁

ペ
ー
ジ

に
掲け

い

載さ
い)

10
が
つ
の

で
き
ご
と
か
ら
…

　
私

わ
た
し

た
ち
４
年ね

ん

生せ
い

は
、
長な

が

野の

社し
ゃ

会か
い

見け
ん

学が
く

で
Ｓ

Ｂ
Ｃ
信し

ん

越え
つ

放ほ
う

送そ
う

に
行い

き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信し

ん

越え
つ

放ほ
う

送そ
う

で
は
、
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
の
２
つ
を

放ほ
う

送そ
う

し
て
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
Ｇ
ス
タ
ジ
オ

で
は
、
生な

ま

放ほ
う

送そ
う

に
で
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
Ｓ
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
Ｃ
Ｍ
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
「
夢ゆ

め

Ｓ
Ｂ
Ｃ
」
と
言い

い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
も
Ｃ
Ｍ

も
初は

じ

め
て
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
し
楽た

の

し
か
っ
た
で
す
。
最さ

い

後ご

に
そ
う
ご

う
マ
ス
タ
ー
室し

つ

を
見け

ん

学が
く

し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
機き

械か
い

を
動う

ご

か
す
の
が
大た

い

へ
ん
そ
う
で
し

た
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信し

ん

越え
つ

放ほ
う

送そ
う

の
ほ
か
に
も
、
ぜ
ん
光こ

う

寺じ

に
行い

っ
た
り
、
ま
つ
し
ろ
や
き
体た

い

験け
ん

を
し

た
り
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き

て
、
楽た

の

し
か
っ
た
で
す
。

【
原げ

ん

文ぶ
ん

の
ま
ま
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
】
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ひまわりっこひまわりっこ

飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　三
さん

年
ねん

一
いち

組
くみ

　芳
は

賀
が

 津
つ

久
ぐ

実
み

　地
じ

元
もと

の人
ひと

にも観
かん

光
こう

客
きゃく

の方
かた

にもこの町
まち

が

「好
す

き」、「もう一
いち

度
ど

行
い

ってみたい」と思
おも

っ

てもらえる町
まち

になったらいいなと思
おも

います。

私
わたし

がこの町
まち

で一
いち

番
ばん

好
す

きな場
ば

所
しょ

は与
よ

田
た

切
ぎり

公
こう

園
えん

です。三
さん

年
ねん

間
かん

テニスの練
れん

習
しゅう

で使
つか

わせても

らったこの公
こう

園
えん

の自
し

然
ぜん

が豊
ゆた

かな所
ところ

や体
からだ

を動
うご

かせる所
ところ

が大
だい

好
す

きです。久
ひさ

しぶりに行
い

って、

周
まわ

りに目
め

を向
む

けると、「こんな所
ところ

にこんな

きれいな花
はな

があったんだ」と毎
まい

回
かい

新
あたら

しい気
き

付
づ

きがあります。飯
いい

島
じま

の未
み

来
らい

のために、ま

ず一
ひ と り ひ と り

人一人の「この場
ば

所
しょ

好
す

き」を見
み

つけて

もらいたいです。それはもちろん、観
かん

光
こう

客
きゃく

の方
かた

だけではなく、この町
まち

のことを知
し

って

いる町
ちょう

民
みん

の人
ひと

達
たち

も同
おな

じです。私
わたし

は、自
じ

分
ぶん

が

住
す

むこの町
まち

の好
す

きな場
ば

所
しょ

をもっと増
ふ

やして

いきたいし、そのことを伝
つた

えていきたいで

す。この気
き

持
も

ちが観
かん

光
こう

客
きゃく

の方
かた

の「もう一
いち

度
ど

行
い

きたい」にきっとつながり、その先
さき

に「ど

んな人
ひと

からも愛
あい

される飯
いい

島
じま

町
まち

」があると思
おも

います。

　
【原

げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

東
とう

部
ぶ

保
ほ

育
いく

園
えん

の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

 飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

  　３年
ねん

２組
くみ

担
たん

任
にん

（保
ほ

健
けん

体
たい

育
いく

）

　　 北
きた

原
はら

 亮
りょう

 先
せんせい

生

今
こ と し

年４月
がつ

、飯
いい

田
だ

市
し

立
りつ

伊
い

賀
が

良
ら

小
しょう

学
がっ

校
こう

から飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

へ。飯
いい

田
だ

市
し

出
しゅっ

身
しん

・在
ざい

住
じゅう

。

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？　Ａ．肉
にく

Ｑ．モットーは？　　　Ａ．なるようになる

Ｑ．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

は？

Ａ．趣
しゅ

味
み

は、スポーツを観
かん

戦
せん

する、旅
りょ

行
こう

に行
い

く。

　　特
とく

技
ぎ

は、どこでも寝
ね

られる。

Ｑ．町
まち

や学
がっ

校
こう

の印
いん

象
しょう

は？　

Ａ．子
こ

どもが元
げん

気
き

。人
ひと

懐
なつ

っこい。

Ｑ．最
さい

近
きん

嬉
うれ

しかったことは？

Ａ．�娘
むすめ

が早
はや

く走
はし

れるようになりたいと言
い

ってきたこと。

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？

Ａ．�中
ちゅう

学
がく

、高
こう

校
こう

の先
せん

生
せい

にあこがれて。

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

で気
き

に入
い

っている所
ところ

は？

Ａ．千
せん

人
にん

塚
づか

。自
し

然
ぜん

の中
なか

でいろいろなことができる。

Ｑ．今
いま

、はまっていることは？

Ａ．ハシビロコウ。

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

の皆
みな

さんへ一
ひと

言
こと

お願
ねが

いします！

Ａ．�子
こ

どもたちの成
せい

長
ちょう

のために精
せい

一
いっ

杯
ぱい

がんばります。

よろしくお願
ねが

いします。

かめんライダーかめんライダー ふつうでいたいふつうでいたい

ケーキやさんケーキやさん
じゅじゅつかいせんじゅじゅつかいせん
ごじょうさとるごじょうさとる

ポケモンにのりたいポケモンにのりたい

おいしゃさんおいしゃさん
のうぎょうきかいのうぎょうきかい

をうるひとをうるひと
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12
月
の
テ
ー
マ

１ 

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

　
読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
勧
め
る
若
い

皆
さ
ん
に
贈
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
本
は
、
若
い
方
々
ば
か
り
で
な
く
、

す
べ
て
の
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
お
す
す
め

の
一
冊
で
す
。
寒
い
冬
は
、
こ
た
つ
や
ス

ト
ー
ブ
で
暖
ま
り
な
が
ら
読
書
を
通
し
て

心
も
身
体
も
ぽ
っ
か
ぽ
か
に
し
て
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

２ 

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
し

た
本
や
お
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
本
を
用

意
し
ま
し
た
。
今
年
は
早
め
の
準
備
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月が

つ(

師し
わ
す走)

み
ん
な
の

図
書
館

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

『
熟
睡
者
』　

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
、　

　
ミ
ン
ナ
・
ト
ゥ
ー
ン
べ
リ
エ
ル

　
　
著

　
鈴
木
フ
ァ
ス
ト
ア
ー
ベ
ン
ト
理
恵

　
訳

　
あ
の
大
谷
翔
平
選
手
も
睡
眠
の
質
を
大

事
に
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
日
本

人
の
平
均
睡
眠
時
間
は
６
時
間
35
分
で
国

際
平
均
と
比
べ
る
と
45
分
短
い
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に
、
睡
眠
の
大
切
さ
に
つ
い
て

こ
の
本
を
通
し
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

お
知
ら
せ

☆
お
は
な
し
の
森
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
会
で
す
。
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
先
着
60
名
様
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時
　
12
月
９
日(

土) 

午
前
10
時
30
分
～

■
場
所
　
文
化
館
小
ホ
ー
ル

■
出
演
　
あ
れ
ま
本
舗

☆�

読
み
聞
か
せ
の
ト
リ
セ
ツ
講
座
か
ら

　
11
月
５
日(

日)

、
矢や

﨑ざ
き

恵え

実み

子こ

さ
ん 

(

現
長
野
県
福
祉
大
学
校
講
師)

に
よ
る
講

座
を
行
い
ま
し
た
。
「
子
ど
も
た
ち
に
受

け
る
本
で
は
な
く
、
読
み
手
が
好
き
な
本
、

読
み
聞
か
せ
て
あ
げ
て
」
な
ど
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
に
挑
戦
し
て

み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

町
内
の
大
会
結
果

■�

第
22
回
町
民
さ
わ
や
か
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

 

（
10
月
７
日 

千
人
塚
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
）

【
男
子
】

　
優

　
勝

　
黒く

ろ

川か
わ

　
要

か
な
め

　
準
優
勝

　
山や

ま

岸ぎ
し

正ま
さ

尚な
お

　
第
３
位

　
青あ

お

木き

明あ
き

雄お

【
女
子
】

　
優

　
勝

　
田た

中な
か

慶け
い

子こ

　
準
優
勝

　
野の

口ぐ
ち

英え
い

子こ

　
第
３
位

　
小こ

松ま
つ

あ
け
み

大
会
優
勝
！ 

飯
島
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

■�

令
和
５
年
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
伊
南

ブ
ロ
ッ
ク
少
年
野
球
大
会

(

10
月
７
日 

飯
島
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド)

　
決
勝
戦 

対
西
駒
ウ
ィ
ン
グ
ス 

11
ー
０

スケジュール
◆図書館スタンプラリー当選発表
　日時：12月９日(土)
※�利用券を持参し、プレゼントを
引き換えにきてください。

　引き換えは、12月27日までです。

◆絵本とあそぶつどい
　日時：12月３日(日) 午前10時30分～
　場所：こどものひろば

◆おはなしの森クリスマススぺシャル
　日時：12月９日(土) 午前10時30分～
　場所：文化館小ホール

◆休館日
　４日、11日、18日、25日、
　28日～31日、１月１日～６日

第
34
回
飯
島
町
ダ
ブ
ル
ス 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

参
加
者
募
集

■�

日
時

　
12
月
３
日(

日) 

午
前
８
時
30
分
～

■
会
場

　
飯
島
体
育
館

■
競
技
部
門

　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
料

　
無
料

■
申
込
期
限

　
11
月
24
日(

金)

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
☎
０
２
６
５-

８
６-

３
１
１
１(

内
線
632)

体
育
施
設
の
冬
季
利
用

　
町
内
の
体
育
施
設
は
12
月
か
ら
冬
季
利

用
期
間
に
入
り
ま
す
。

【
屋
外
運
動
場
】

■�

水
道
を
閉
栓
し
ま
す
。

■�

ト
イ
レ
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
体
育
館
】

■�

屋
外
に
あ
る
水
道
設
備
が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

■�

学
校
体
育
館
以
外
の
各
体
育
館
に
は
ス

ト
ー
ブ
を
設
置
し
ま
す
。
利
用
し
た
い

方
は
、
事
前
に
教
育
委
員
会
で
「
暖
房

使
用
券
」
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
等
を
使
用
す
る
際

は
、
フ
ロ
ア
保
護
の
た
め
耐
熱
シ
ー
ト

等
を
敷
い
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■�第81回トップボール杯 
宮田村少年野球大会

　 (９月30日 宮田球場)
　決勝戦 
　　対美篶野球スポーツ少年団

３ー２
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10月の戸籍

　
短
　
歌

西
日
落
ち 

も
み
じ
り
ん
ご
も
闇や

み

ま
と
う

　

東
赤
石
な
お
陽
射
し
映
え

織
田
信
行

女お
み
な
え
し

郎
花 

烏か
ら
す
あ
げ
は

揚
羽
の
ひ
ら
り
舞
ふ

　

こ
こ
に
止
ま
れ
と
黄
の
花
揺
れ
る市

村
通
泰

節
高
の
指
は
瘠
せ
た
か
指
輪
抜
け

　

チ
ャ
リ
ン
と
床
に
乾
き
た
る
音桃

澤
美
寿
々

坂
道
を
上
が
れ
ば
白
き
蕎
麦
の
花

　

秋
は
来
た
れ
ど
残
暑
は
続
く

上
前　

守

山
の
端は

に
光
さ
や
か
な
三
日
月
が

　

吹
く
そ
よ
風
の
肌
寒
き
か
な

鳳
来
山
人

　
俳

　
句

　

中
秋
の
月
に
ひ
た
す
ら
世
界
の
和

福
澤
幸
子

朝
寒
や
紅
茶
の
レ
モ
ン
薄
く
切
る

上
原
弘
子

爽
や
か
や
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
響
き
合
い

土
村
ま
さ
子

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
聞
き
た
し
や
納
屋
の
軒

岩
田
茂
子

芋
の
葉
の
萎
れ
雨
待
つ
蛇
笏
の
忌小

池
さ
ち
子

　　こんにちは赤ちゃん

　　小
こい

出
で

　峻
しゅん

輔
すけ

ちゃん　（北町）

　　　　　和
かず

史
ふみ

・友
ゆ

香
か

さん

　　伊
い

藤
とう

　楓
ふう

真
ま

ちゃん　（本郷第五）

　　　　　優
ゆう

星
ざ

・美
み

優
ゆ

里
り

さん

　　那
な

須
す

野
の

心
こ

碧
お

ちゃん　（柏木）

　　　　　友
とも

章
あき

・みづきさん

　　清
し

水
みず

　ちよちゃん　（上通り）

　　　　　大
だい

輔
すけ

・弥
やよ

生
い

さん

　　ご冥福をお祈りします

　曽
そ

根
ね

原
はら

由
ゆ

美
み

子
こ

さん　74歳（親町）

　畑
はた

佐
さ

　光
みつ

孝
たか

さん　83歳（新田）

　幸
こう

村
むら

　邦
くに
彦
ひこ

さん　89歳（南町）

　橋
はし

場
ば

　秋
あき

子
こ

さん　88歳（高遠原）

　後
ご

藤
とう

フサ子
こ

さん　98歳（北町）

　城
しろ

田
た

　周
しゅう

一
いち

さん　87歳（中平）

※掲載の承諾を頂いた方のみ 
掲載しています。

田舎の底力!!田舎の底力!!
下平洋一町長コラム

上のイラストは、リニア時代の二次交通網をイメージしたものです。 
道路だけでなく、空路や水路、鉄路を活用する観光ビジョンです。
これによりリニア効
果を伊那谷全体に展
開する計画です。
県庁にて期成同盟会
として要望活動を行
いました。
県でも私たちの議論
へ 参 加 し て い た だ
き、効果を検証して
いくことに前向きな
姿勢を示していただ
けました。 ▲�関副知事に説明する期成同盟会の飯島町長、高森

町長、松川町長、中川村長。

イラスト：鮎澤正人 ／ 企画：国道 153 号伊那バレー・リニア北バイパス期成同盟会 ／ 監修：飯島町



いいじま未来飛行 18

飯島町交通死亡事故ゼロ1,000日達成まで あと289日（令和５年10月31日時点）

1212
月月

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

狩
猟
解
禁

狩
猟
解
禁

　
11
月
15
日(

水)

に
狩
猟
が
解
禁

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の

狩
猟
期
間
は
、
11
月
15
日(

水)

か

ら
令
和
６
年
２
月
15
日(

木)

ま
で

で
す
。
（
た
だ
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
に
よ
る
狩
猟
は
、

令
和
５
年
11
月
15
日(

水)

か
ら
令

和
６
年
３
月
15
日(

金)

ま
で
。
）

　
狩
猟
期
間
中
、
事
故
や
問
題
点

等
あ
り
ま
し
た
ら
、
耕
地
林
務
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
産
業
振
興
課 

耕
地
林
務
係 

内
線
108

建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は

建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は  

『
届
け
出
』
が
必
要
で
す

『
届
け
出
』
が
必
要
で
す

　
建
物
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
課
税
さ
れ
て
い
る
建
物
を
取
り

壊
し
て
も
、
法
務
局(

登
記
建
物)

ま
た
は
町(

未
登
記
建
物)

へ
届
け

出
が
無
い
も
の
は
、
町
で
は
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
所

有
中
と
み
な
し
、
課
税
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
早
め
に
解
体
や
滅
失
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
未
登
記
建
物
に
つ
い
て
の
必
要

な
書
類
は
、
役
場
住
民
税
務
課
税

務
係
の
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 

税
務
係 

内
線
152

事
業
用
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

事
業
用
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

方
は
申
告
が
必
要
で
す

方
は
申
告
が
必
要
で
す

　
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、
会

社
や
個
人
事
業
主
で
事
業
用
資
産

(

事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
機
械

や
備
品)

を
お
持
ち
の
方
は
、
償

税
務
署
に
よ
る

税
務
署
に
よ
る  

令
和
５
年
分

令
和
５
年
分  

決
算
説
明
会

決
算
説
明
会

　
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の
方

を
対
象
に
、
決
算
書(

収
支
内
訳

書)

の
作
成
方
法
や
作
成
に
当
た

っ
て
の
注
意
点
等
に
つ
い
て
、
次

の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、

当
日
、
会
場
で
配
付
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
税
務
署
が
依
頼
し
た

税
理
士
ま
た
は
税
務
署
職
員
が
行

い
ま
す
。
対
象
地
区
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ど
ち
ら
の
会
場
で
も
ご

出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
農
業
所
得
関
係【
青
色
申
告
者
】

■
開
催
日
時

　
12
月
５
日(

火)

　
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場(

伊
那
市)

　
Ｊ
Ａ
上
伊
那
本
所 

３
階

　
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

◇
農
業
所
得
関
係【
白
色
申
告
者
】

■
開
催
日
時

　
12
月
５
日(

火)

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場(

伊
那
市)

　
Ｊ
Ａ
上
伊
那
本
所 

３
階

　
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ル

◇�

営
業
所
得
ま
た
は
不
動
産
所
得

関
係
【
青
色
申
告
者
】

■
開
催
日
時
①

　
12
月
11
日(

月)

　
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場(

駒
ヶ
根
市)

　
市
民
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー

■
開
催
日
時
②

　
12
月
14
日(

木)

　
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場(

伊
那
市)

　
伊
那
市
役
所
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

◇�

営
業
所
得
ま
た
は
不
動
産
所
得

関
係
【
白
色
申
告
者
】

■
開
催
日
時

　
12
月
14
日(

木)

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場(

伊
那
市)

　
伊
那
市
役
所
１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

■
お
問
合
せ

　�

伊
那
税
務
署 

個
人
課
税
第
一

部
門 

記
帳
指
導
担
当(

直
通)

　
☎
０
２
６
５-

７
２-

２
１
７
３

13日(水)午後３時～５時30分
27日(水)午後５時30分～８時
場所：町長室

町民と町長のほっと懇談会
12月の開催日

総務課秘書広報係
※�予約申し込みが必要です。

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
使
用
可
能
期
間
が
１

年
未
満
の
資
産
や
、
取
得
価
格
が

20
万
円
未
満
の
資
産
、
ナ
ン
バ
ー

付
き
の
自
動
車
税
に
よ
る
課
税
対

象
物(

自
動
車
や
農
作
業
機
械
等)

は
申
告
が
不
要
で
す
。

　
な
お
電
子
申
告
も
利
用
で
き
ま

す
。

■
提
出
期
限

　
令
和
６
年
１
月
31
日(

水)

★
特
例
措
置
に
つ
い
て

　
次
の
場
合
は
、
特
例
措
置
に
よ

り
課
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇�

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
に
規

定
さ
れ
た
「
先
端
設
備
等
導
入

計
画
」
の
認
定
を
受
け
た
中
小

企
業
で
、
計
画
に
よ
り
導
入
し

た
設
備

↓�
課
税
当
初
の
３
年
間
は
２
分
の

１
に
軽
減
す
る
特
例
措
置

◇�

賃
上
げ
方
針
を
従
業
員
に
表
明

し
た
場
合

�↓�
３
分
の
１
に
軽
減
す
る
特
例
措
置

■
申
告
書
の
提
出
・
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課 

税
務
係 

内
線
152
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年
末
年
始
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を

年
末
年
始
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を  

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
で
の
「
き
っ
ぷ
」

の
お
買
い
求
め
は「
飯
島
駅
」で
！

■
購
入
で
き
る
乗
車
券
類

　
普
通
乗
車
券
、
急
行
券(
特
急
券)

特
別
車
両
券
、
寝
台
券
、
座
席
指
定
券

入
場
券
、
定
期
乗
車
券
、
団
体
乗
車
券

～
割
引
等
乗
車
券
～

　
学
生
割
引
普
通
乗
車
券
、
被
救
護

者
割
引
普
通
乗
車
券
、
通
学
用
割
引

普
通
回
数
乗
車
券
、
通
学
定
期
乗
車

券(

実
習
用
定
期
を
除
く
）、
身
体

障
害
者
割
引
乗
車
券
類
、
知
的
障
害

者
割
引
乗
車
券
類
、
ジ
パ
ン
グ
倶
楽

部
会
員
に
対
す
る
割
引
乗
車
券

■
飯
島
駅
営
業
時
間(

通
年
営
業)

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
お
問
合
せ

　
総
務
課 

庶
務
係 

内
線
213

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

【
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
】

■
募
集
戸
数

・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
１
戸

・
３
Ｄ
Ｋ

　
　
４
戸

■
所
在
地

　
飯
島
町
飯
島
２
５
８
７
番
地
３

■
設
備

　
駐
車
場
（
有
料
）
・
外
物
置
・

　
オ
ー
ル
電
化
・
ト
イ
レ
水
洗

■
世
帯
所
得
合
計

　
15
万
８
０
０
０
円
～

48
万
７
０
０
０
円

■
家
賃

　
４
万
円
～
４
万
６
０
０
０
円

■
敷
金

・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
13
万
円

・
３
Ｄ
Ｋ

　
　
14
万
４
０
０
０
円

■
年
齢
要
件

　
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
世
帯

・�

40
歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
・
夫

婦
世
帯

・�

半
年
以
内
に
婚
姻
す
る
35
歳
未

満
の
世
帯

■
募
集
締
め
切
り

　
12
月
８
日(

金)

※�

自
治
会
に
加
入
し
活
動
に
参
加

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
共
益
費

を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

必
要
書
類
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
調
査
計

画
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
建
設
水
道
課 

調
査
計
画
係 

内
線
147

「
宝
く
じ
」
は
地
域
社
会
の
発
展

「
宝
く
じ
」
は
地
域
社
会
の
発
展

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
尾
自
治
会
で
は
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

テ
ー
ブ
ル
お
よ
び
椅
子
他
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
備
品
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整

備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
活

性
化
の
た
め
の
活
動
が
充
実
し
、
更

な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　
地
域
創
造
課 

地
域
係 

内
線
128

人
権
特
設
相
談
所
の
開
設

人
権
特
設
相
談
所
の
開
設

　
12
月
４
日(

月)

～
10
日(

日)

は

第
75
回
人
権
週
間
で
す
。
こ
の
週

間
に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
わ
る

悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
る
、
特
設

の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
５
日(

火)

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

　�

人
権
問
題
お
よ
び
生
活
上
の
悩

み
ご
と

【
相
談
例
】

・
家
族
間
の
問
題

・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

・�

職
場
や
学
校
で
の
差
別
、
い
じ

め
　
な
ど

■
お
問
合
せ

　
伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

７
８-

３
４
６
２

【
令
和
５
年
度

人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
】

 

『
誰
か
』
の
こ
と
　
じ
ゃ
な
い
。

  © 段　丹映子　無断転載禁止

 （「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

男・女の順男・女の順

11月１日現在の

下水道つなぎ込み率
問 建設水道課 水道係

公共下水道飯島地区…84.0%↑／公共下水道七久保地区…87.2％↑／ 
農業集落排水七久保北部地区…94.5％→／農業集落排水田切南部地区…92.4％→／ 
農業集落排水本郷東部地区…92.2％↑／合併浄化槽地区…83.7％→／合計…86.2％↑
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◆
精
神
科
医
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　�

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
方
・
ひ

き
こ
も
り
状
態
の
方
の
家
族
・

関
係
者
が
対
象
で
す
。(

無
料)

　
12
月
26
日(

火)

　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

　
西
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

 

【
講
師
】

　
つ
ど
い
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
柿
田

　

　
樋ひ

掛か
け

忠た
だ

彦ひ
こ

医
師

　
問
地
域
福
祉
係

　
内
線
180

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業

 

『
定
例
個
別
相
談
』

　
12
月
13
日(

水)

※
要
事
前
予
約

　
①
午
後
２
時
～

　
②
午
後
３
時
30
分
～

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑

※
相
談
日
以
外
も
対
応
し
ま
す
。 

　
ま
た
、訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。

 

『�

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
・
家
族
の

た
め
の
居
場
所
』

　
12
月
26
日(

火)

　
午
後
２
時
～
４
時

　
風
の
谷
絵
本
館
　

　
問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
６
５-

８
６-

５
５
１
１

【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】

◆
行
政
相
談

　
12
月
16
日(

土)

　
午
前
10
時
～
正
午

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６-

４
８
６
３

　
相
談
委
員

　
吉き

っ

川か
わ

秀ひ
で

幸ゆ
き

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談（
予
約
制
）

　
12
月
７
日(

木)

・
21
日(

木)

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
伊
那
合
同
庁
舎
内
交
通
事
故
相
談
室

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
０
３

◆
税
理
士
に
よ
る
各
種
税
金
の 

　
無
料
相
談
所(

予
約
制)

　
12
月
６
日(

水)

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　allla(

ア
ル
ラ) 

　
問
関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部

　
☎
０
２
６
５-

７
４-

８
１
７
０

◆
精
神
保
健
相
談

　
12
月
15
日(

金)

　
午
後
２
時
～
５
時

　
伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
３
７

◆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
相
談(

検
査)

　
12
月
５
日(

火)

・
12
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
12
月
19
日(

火)
　
午
後
２
時
～
６
時

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「差別のない適正な能力評価を実施しましょう。」

上
水
道
指
定
工
事
店
の
変
更

上
水
道
指
定
工
事
店
の
変
更

　
事
業
所
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
、

指
定
工
事
店
に
変
更
が
あ
り
、
上

水
道
の
指
定
業
者
数
は
70
店
と
な

り
ま
し
た
。
変
更
と
な
っ
た
業
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
廃
止
指
定
業
者

　
赤
穂
建
設
株
式
会
社(

駒
ヶ
根
市)
　

※�

そ
の
他
の
指
定
業
者
に
つ
い
て

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
建
設
水
道
課 

水
道
係 

内
線
133

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　
12
月
12
日(

火)

　
午
後
６
時
～
８
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員
　
小こ

林
ば
や
し

ひ
と
み

　
☎
０
９
０-

４
７
６
２-

２
８
８
７

◆
教
育
相
談

　
月
～
金
曜
日(

中
学
登
校
日)

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
飯
島
体
育
館

　
☎
０
９
０-

２
２
６
９-

９
０
９
６

　
相
談
員
　
武た

け

田だ

惠よ
し

江え

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
こ
ど
も
室

　
☎
８
６-

６
７
１
１

　
相
談
員

　
堀ほ

り

内う
ち

澄す
み

惠え

◆
子
育
て
相
談

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６-

８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆
こ
こ
ろ
の
相
談(

予
約
制)

　
12
月
４
日(
月)
、
25
日(

月)

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

　
相
談
員

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
問
保
健
医
療
係 

内
線
190

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　
12
月
12
日(

火)

・
26
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
問
保
健
医
療
係 

内
線
190
・
199

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　
12
月
12
日(

火)

・
26
日(

火)

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
線
196
・
197

◆
障
が
い
者
相
談

　
12
月
14
日(

木)

※
要
事
前
予
約

　
午
前
９
時
～
正
午

　
や
す
ら
ぎ

　
問
地
域
福
祉
係

　
内
線
177

広
告
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広
告

　
伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
３
７

◆
い
い
だ
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談

　
飯
島
会
場(
事
前
予
約
制)

　
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
15
歳
か
ら
49
歳
の
無
業
者
を
対

象
と
し
た
相
談
で
す
。

　
12
月
19
日(

火)

　
午
後
１
時
～
４
時

　
西
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

※
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
問�

い
い
だ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
２
６
５-

４
９-

３
１
５
０

◆�

ま
い
さ
ぽ
上
伊
那
出
張
相
談
会

　
生
活
や
就
労
な
ど
の
相
談
で
す
。

　
12
月
14
日(

木)

　
午
後
３
時
～
５
時

　
飯
島
駅
前
さ
く
ら
さ
く
よ

　
問
ま
い
さ
ぽ
上
伊
那

　
☎
０
２
６
５-

９
６-

７
８
４
５
　
　

　
次
の
方
か
ら
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
原 

敦
美 

様

♠�

音
楽
教
育
振
興
の
た
め
と
し
て

�

　
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト 

一
式

■
有
限
会
社
ト
マ
ト 

様

♠�

保
育
業
務
支
援
の
た
め
と
し
て

�

　
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

　
３
台

■
株
式
会
社
南
信
精
機
製
作
所 

様

♠�

町
で
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
し
て

�

　
寄
付
金

■
丸
山 

栄 

様

♠�

飯
島
町
文
化
館
で
町
民
に
見
て

い
た
だ
く
た
め
と
し
て

�
　
蝶
の
標
本

■�

ミ
ヤ
ザ
ワ
フ
ル
ー
ト
製
造
株
式

会
社 
様

♠
学
校
教
育
振
興
の
た
め
と
し
て

�

　
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー

　
２
本

■�

20
歳
を
祝
う
集
い
参
加
者
一
同 

様

♠
学
校
教
育
振
興
の
た
め
と
し
て

�

　
Ｂ
Ｄ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー

　
３
台

【�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

♠�

「
み
ん
な
が
住
み
続
け
た
い
飯

島
町
」
の
た
め
に

■�

株
式
会
社
Ｍ
＆
Ｈ 

様（
愛
知
県
）

　
金
10
万
円
　

■�

合
同
会
社
Ｋ
Ｕ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ 

様
（
東
京
都
）

　
金
30
万
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令和６年度採用  飯島町一般職(保育士)募集飯島町一般職(保育士)募集
町では、令和６年４月１日採用の飯島町一般職(保育士)を募集します。
■募集職種および人数
　○ 中級一般保育士(経験者枠)：若干名
■募集資格
　○ 生年月日
　　 昭和49年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方（令和６年４月１日時点で30歳から50歳まで）
　○ 資格要件
　　 �短期大学卒業以上の学歴があり、保育士の資格を持つ方で、保育園、幼稚園または認定こども園等にお

いて保育士として５年以上の実務経験がある方。(実務経験には、短期アルバイト、パートタイマー等の
週30時間未満の短時間勤務、休職・育児休業等の期間は除きます。）

■募集期間
　11月10日(金)～12月15日(金)まで【必着】
■試験日程
　○ 一次試験：令和６年１月21日(日)
　○ 二次試験：令和６年２月下旬(一次試験合格者に通知します。)
■申し込み・お問合せ先
　飯島町役場 総務課 庶務係

�募集要項、申込書
類などは町ホーム
ページをご覧くだ
さい。
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■12月のごみ・資源収集

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
４日
(月)

11日
(月)

18日(月)
25日
(月)

ビン・スチール缶・
アルミ缶類・灰 ７日(木) 21日(木)

ペットボトル 13日(水) 27日(水)

可燃ごみ（祝日も○) 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ(祝日は×) 水 木

粗大ごみ(有料)
小型家電(無料)

３日(日)午前８時～10時　役場東駐車場

廃食油(植物系のみ) ３日(日)午前９時～10時　各地区公民館

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

■犬のフンは、飼い主がきちんと後始末しましょう

　自宅付近に犬のフンをされて困っているといった相談が寄

せられています。

　散歩中に出た犬のフンの後始末は、飼い主が責任をもって

対応していただきますようお願いします。犬の散歩に出かけ

る際は、必ずシャベルとフンを持ち帰るための袋を持つよう

にしてください。

☆町ホームページ「ごみの分別と出し方」のページ▶

1212月　わんぱくカレンダー月　わんぱくカレンダー

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、飯島東部保育園（東保）、全保育園（３園）、
飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、
飯島町図書館（図書館）、生涯学習係（生涯）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
31

【移動図書館車】
毎週火曜日：飯小
毎週水曜日：七保・七小
毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保

【家庭相談】
火・木・金曜日

午前8時30分～午後5時
こども室

☎0265-86-6711

【つどいのひろば】
午前9時30分～午後4時

【子育て相談】
午前8時30分～午後5時

☎0265-86-8131

地区児童会(飯小)
運動あそび(東保)

もちつき(飯保)
特別保育(3園)

おもちゃ図書館(糸ぐるま)

絵本とあそぶつどい(図書館)
運動あそび(七保)

休館日(図書館)

参観日(七小)
保護者希望懇談会(飯小)

保育参加(東保)
もちつき(七保)

図書館出前講座(飯保)
もちつき(東保)

リトミック(い子)

保護者懇談会(飯中)
保護者希望懇談会(小学校)

園開放(東保)

保護者懇談会(飯中)
保護者希望懇談会(小学校)

お口の教室(い子)

しわすコンサート
(飯小)

特別保育(3園)
土曜開所日(い子)

おはなしの森(図書館)
体育館開放日(生涯)

保護者懇談会(飯中)
保護者希望懇談会(七小)

5時間授業(小学校)
休館日(図書館)

保護者懇談会(飯中)
保育参加(飯保)
避難訓練(い子)

保護者懇談会(飯中)
保育参加(七保)

図書館出前講座(七保)

生徒総会・生徒会引継ぎ(飯中)
飯小フェスティバル(飯小)

誕生日会(3園)
絵本講演会(い子)

特別保育(3園)
おもちゃ図書館(糸ぐるま)

MMCクリスマス(い子)
学期末清掃～12/22(七小)

休館日(図書館)

地区児童会(七小)
来入児一日入学(七保・七小)

図書館出前講座(飯保)
就労相談(い子)
誕生日会(い子)

図書館出前講座(七保)
お正月製作(い子)

児童会祭り(七小)
図書館出前講座(東保)

お正月製作(い子)

クリスマス会(3園)
お正月製作(い子)

図書館出前講座(石楠花苑)
土曜開所日(い子)

特別保育(3園)

2学期終業式(小学校)
避難訓練(3園)

月末休所日(い子)
休館日(図書館)

2学期終業式(飯中)
年末年始休業～1/8(小学校)
図書館読み聞かせ(い子)
移動図書館車運休(図書館)

年末年始休業～1/8(飯中)
ベビーヨガ(い子)

長時間保育
P5:30まで(3園)

年末年始休み～1/4(い子)
移動図書館車運休～1/6

(図書館)
年末年始休み～1/6(図書館) 年末年始休み～1/3(3園)

■12月のイベント【記載がない場合 要予約】
※詳しくはセンターで配布する予定表をご覧ください

子育て支援センター 子育て支援センター 
（いいっ子センター）（いいっ子センター）

※�場所の表記がないイベントはいいっ子センターで
行います。

▶親子リトミック（講師：木
きの

下
した

妙
たえ

子
こ

先生）
　日時：12月６日(水)

　　　　ベビーリトミック：午前９時45分～10時30分

　　　　キッズリトミック：午前10時45分～11時30分

▶お口の教室（講師：歯科衛生士）
　日時：12月８日(金)　午前10時～

▶読み聞かせ講座（講師：下
しも

沢
さわ

洋
よう

子
こ

先生）
　日時：12月15日(金) 午前10時15分～

▶MMCクリスマスコンサート（MMCの皆さん）
　日時：12月17日(日)　午前10時30分～

　場所：飯島町文化館 小ホール

▶お正月の製作
　日時：12月20日(水)、21日(木)、22日(金)

　　　  ①午前10時～　②午後２時～

▶ベビーヨガ教室（講師：森
もり

下
した

晏
あ

希
き

先生）
　日時：12月27日(水) 　午前10時～10時45分

問 教育委員会 こども室

問子育て支援センター ☎0265-86-8131問住民税務課 生活環境係

※�12月30日(土)～令和６年１月３日(水)は、ごみ処理施
設の休業のため、収集を行いません。
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■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）

〇３か月児健康診査
　日時：12月５日(火) 午後１時
　対象：令和５年７月～令和５年８月生まれ

〇７か月児育児相談
　日時：12月20日(水) 午前９時20分
　対象：令和５年５月生まれ

〇９か月児健康診査
　日時：12月５日(火) 午後１時
　対象：令和５年２月生まれ

〇２歳児育児相談
　日時：12月18日(月) 午前９時20分
　対象：令和３年11月～令和３年12月生まれ

〇２歳６か月児育児相談
　日時：12月21日(木) 午前９時20分
　対象：令和３年５月～令和３年６月生まれ

〇３歳児健康診査
　日時：12月22日(金) 午後０時50分
　対象：令和２年10月～令和２年12月生まれ

■検診など

〇子宮がん検診【予約制】
　日時：月～金曜日　午前９時～11時、午後３時～４時30分
　場所：駒ヶ根高原レディスクリニック
　※12月27日～令和６年１月10日は受診できません。

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

12月３日・10日・17日・24日・30日・31日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～午前11時30分　☎0265-78-8510

12月３日(日) 高山内科クリニック(駒) 82-6690

12月10日(日) 前澤外科内科クリニック(駒) 83-2151

12月17日(日) まえやま内科胃腸科クリニック(駒) 82-8614

12月24日(日) 秋城医院(駒) 83-2805

12月30日(土) 飯島中央クリニック(飯) 98-8563

12月31日(日) かしの実クリニック(駒) 98-0590

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村�

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※�上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「伊那市

ホームページ(２次元コード)」をご覧ください。

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）

　日時：12月６日(水) 午前９時30分～11時

　場所：コスモス園

　問 健康福祉課 保健医療係

〇健幸教室　※いずれも火曜日 

　日時：12月５日・12日・19日・26日

　　　　午前９時45分～11時45分

　場所：飯島町役場 西庁舎 営農研修室

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

○フレイル予防教室

　時間(全コース共通)：午前10時～11時30分
【七久保会場】場所：七久保林業センター
　◇火曜コース：12月５日・12日・19日
　◇木曜コース：12月７日・14日・21日　
【飯島会場】場所：飯島成人大学センター
　◇水曜コース：12月６日・13日・20日
　◇金曜コース：12月１日・８日・15日・22日

　問 健康福祉課 高齢者福祉係

健康づくり教室健康づくり教室

体育館開放日体育館開放日

日時：12月９日(土) 午後７時30分～９時

場所：飯島体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

��☆�令和５年度は、飯島体育館にて年間を通して 
ニュースポーツ体験コーナーを設置します。

問教育委員会 生涯学習係

問健康福祉課 保健医療係

問健康福祉課 保健医療係

■12月の番組予定 【放送時間】
午前6：30
 　 7：30
 　 8：30
 ※10：30
午後0：30
　　1：30
　※3：00
    5：00
 　 7：30
 　 9：30
   11：00
   12：00

４日～　営農センターだより

11日～　いいちゃん情報

18日～　いいじまこの１年

25日～　いいじまこの１年（再）※31日まで

※午前10：30～、午後3：00～の放送は
「いいちゃん貯筋体操」をお送りします。
※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

問総務課 秘書広報係
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人のうごき 【11月１日現在】 人口 男 女 世帯数
（　）内は前月比 8,961 人 (-15) 4,387(-11) 4,574 人 (-4) 3,637 戸 (-7)
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開演1 4時（開場は開演の３０分前）

【お詫び】広報10月号26頁「いいスポニュース」の内容に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　大会優勝　■少年野球 第12回上伊那地区イオン大会　飯島ファイターズ
　　　　　　（選手氏名）�北
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